
まちづくりに活かそう、あなたの税！
　

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
納
税
通
知
書
は
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か
？

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
所

有
す
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
な
ど
の
価
格

を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
金
で
す
。

　

納
税
者
の
方
か
ら
、
地
価
が
下
が
っ
て
い
る

の
に
土
地
の
税
金
が
上
が
る
の
は
な
ぜ
？　

家

屋
の
固
定
資
産
税
が
急
に
高
く
な
っ
た
の
は
な

ぜ
？　

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

納
税
通
知
書
に
は
「
課
税
標
準
額
」
や
「
負

担
調
整
措
置
」
な
ど
の
用
語
の
説
明
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
文
書
の
み
で
は
わ
か
り

づ
ら
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
遠
慮
な

く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
全
期
分
の
納
付
書
を
な

く
し
ま
し
た
。
一
括
納
付
す
る
場
合
は
、
４
期

分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
銀
行
な
ど
の
窓
口
に

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
一
括
納
付
が
で
き
ま

す
。
納
税
者
の
皆
様
に
は
、
納
付
書
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

疑
問
な
点
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

４
月
か
ら「
収
納
特
別
対
策
室
」

を
設
置
し
ま
し
た

　

本
年
は
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲

の
年
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
行
財
政
基
盤
の

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
の

確
保
と
市
民
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
市

税
等
の
収
納
率
の
向
上
と
滞
納
解
消
が
最
重
要

課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
４
月
か
ら
「
収

納
特
別
対
策
室
」
を
設
置
し
、
悪
質
な
滞
納
者

に
対
し
て
は
、
差
押
え
な
ど
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
５
月
を
滞
納
整
理
月
間
と
し
、

徹
底
し
た
滞
納
整
理
を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
支

援
す
る
減
額
制
度
が
創
設
！

　

65
歳
以
上
の
方
、
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
障
害
者
の
方
が
居
住

す
る
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
４
月
１
日
～
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
一
定
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
（
補
助
金
を
除
い
た
工
事
費
が

30
万
円
以
上
）
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
住
宅
の

１
０
０
㎡
ま
で
の
部
分
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の

３
分
の
１
が
、
翌
年
度
分
に
限
り
減
額
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
こ
の
制
度
は
戸
建
て
住
宅
だ
け
で

な
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
各
専
有
部
分
単
位

で
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
19
年
１

月
１
日
以
前
に
存
在
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
改
修
後
３
か
月
以
内
に
関
係
書
類
を

添
付
の
う
え
、税
務
課
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
５
）

不 動 産　  3 件

債 権　58 件

参加差押　   1 件

合　　計　62 件

４ 月 の

差押実績

 シリーズ　㉑
文化振興課

〜 

近
年
の
調
査
か
ら 

〜

 　

「
二
子
塚
古
墳
」 

　

二
子
塚
古
墳
（
丸
山
４
号
墳
）
は
、
柿
岡

地
区
高
友
に
所
在
す
る
、
古
墳
時
代
の
後
期

（
お
よ
そ
１
５
０
０
年
前
）
に
築
造
さ
れ
た

古
墳
で
す
。

　

こ
の
古
墳
に
調
査
の
手
が
入
っ
た
の
は
、

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
の
こ
と
。
以
前
、

ご
紹
介
し
た
丸
山
古
墳
（
１
号
墳
）
の
調
査

の
折
り
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
28
～
30
年

（
１
９
５
３
～
１
９
５
５
）
に
か
け
て
、
高

友
区
の
み
な
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
明
治
大

学
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
古
墳
に
は
60
個
以
上
に
も
及
ぶ

埴
輪
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
遺
体
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た

の
は
「
横
穴
式
石
室
」
と
呼
ば
れ
る
、
石
で

作
ら
れ
た
空
間
（
部
屋
）
で
し
た
が
、
こ
の

横
穴
式
石
室
は
、
茨
城
県
で
最
も
古
い
タ
イ

プ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

以
来
、
二
子
塚
古
墳
は
、
茨
城
県
、
ひ
い
て

は
東
日
本
の
古
墳
時
代
を
考
え
る
う
え
で
、

大
変
重
要
な
古
墳
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
50
年
の
時
を
経
た
今
年
の
３

月
、
二
子
塚
古
墳
は
、
明
治
大
学
に
よ
っ
て

再
び
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
測
量
調
査
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
古
墳
を
精
密
に
測
量
す
る
こ
と
で
、
前

回
の
調
査
で
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
古
墳
の

形
や
規
模
を
確
認
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
古
墳
の
大
き
さ
は
今
ま
で
考

え
ら
れ
て
い
た
も
の
よ
り
も
一
回
り
大
き

く
、
全
長
40
ｍ
余
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　

古
墳
が
作
ら
れ
て
か
ら
１
５
０
０
年
、
初

め
て
の
調
査
が
行
わ
れ
て
か
ら
50
年
の
時
を

経
て
、
二
子
塚
古
墳
の
実
像
が
明
ら
か
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

▲右が 1952 年、左が 2007 年作成の測量図
　　　　　　　　　（明治大学考古学研究室提供）
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事　業　名
事業
場所 

落札金額
(単位:万円 )

請負業者 入札日

18 国補公下雨水第 1

号工事
石岡

希） 9,500
予） 9,072
落） 7,930

小松﨑 ･ 鈴木

 特定建設工事

共同企業体

H19

2.16

18 石岡市水道事業

金指地区配水管

布設工事

金指
希）    380
予）    361
落）    353

飯島電設

工業㈱

H19

2.20

18 石岡市水道事業

園部地区給水管

布設替工事（第 3 工区）

山崎
柴間
部原

希）    312
予）    300
落）    292

中沢機工㈱

18 石岡市水道事業

園部地区給水管

布設替工事（第 1 工区）

山崎
宮ケ崎

希）    300
予）    296
落）    280

九島産業㈱

18 石岡市水道事業

小幡・川又地区給水管

布設替工事

小幡
川又

希）    285
予）    279
落）    265

㈲小林住設

18 石岡市水道事業

大増地区給水管

布設替工事（第 2 工区）

大増
希）    272
予）    259
落）    255

㈲塚田埋設

工事

18 石岡市水道事業

葦穂・林・柿岡地区

給水管布設替工事

小倉
吉生
下林
柿岡

希）    268
予）    261
落）    250

㈲三輪電機

商会

18 石岡市水道事業

大増地区給水管

布設替工事（第 1 工区）

大増
希）    220
予）    210
落）    205

㈲石井設備

工業

18 石岡市水道事業

園部地区給水管

布設替工事（第 2 工区）

山崎
宮ケ崎

希）    185
予）    182
落）    173

大槻住宅設備

18 石岡市水道事業

大増地区給水管

布設替工事（第 3 工区）

大増
希）    168
予）    161
落）    156

上野管工

18 市単公下第 2 号工

事
国府

七丁目

希）    207
予）    200
落）    195

㈲内田基礎

工業

H19

2.21

18 単市道 A2255 号線 

排水整備工事
鹿の子
三丁目

希）    368
予）    349
落）    345

㈲正栄建設

18 単市道 A2364 号線 

排水整備工事
半ノ木

希）    310
予）    295
落）    290

原田建設㈱

18 単市道 B115 号線 

道路舗装工事
東成井

希） 1,356
予） 1,293
落） 1,260

白田組土木㈱

18 公下国補単独合併

第 9 号工事
鹿の子
二丁目

希） 3,810
予） 3,665
落） 3,543

東亜興業㈱ H19
2.28

■問い合わせ　総務部 契約検査室　
                                 　  ☎ 23－1111（内 432・433）

2・３月の入札結果２・３月の入札結果

事　業　名
事業
場所 

落札金額
(単位:万円 )

請負業者 入札日

18 国衙跡埋戻し工事 総社
一丁目

希）    290
予）    283
落）    272

㈲正栄建設
H19

3.12
18 単市道 A0109 号線外

防護柵設置工事

総社
二丁目
　　外

希）    262
予）    255
落）    246

原田建設㈱

18 単市道 A5156 号線

排水整備工事
東光台
三丁目

希） 1,781
予） 1,738
落） 1,232

㈱小貫工業

H19

3.15

18 単三村水内

排水路整備工事
三村水内

希） 1,221
予） 1,207
落）    872

㈲浅野工務店

18 国補特環第 288 号

管渠工事
吉生

希） 1,677
予） 1,658
落） 1,540

㈱旭建材興業

18 国補特環第 289 号

管渠工事
小幡

希） 1,317
予） 1,276
落） 1,230

㈱鬼沢組

18 恋瀬農集排第 014 号

管渠工事
大塚

希） 1,081
予） 1,057
落） 1,000

㈲竹林組

18 国補特環マンホール

ポンプ設置工事第 1 号
吉生

希） 1,093
予） 1,068
落） 1,005

斎藤商事㈱

18 恋瀬農集排第 013 号

管渠工事
大塚

希） 3,200
予） 3,091
落） 2,166

㈱紺野工務店

H19

3.20

18 国補特環第 254 号

管渠工事
山崎

希） 3,240
予） 3,139
落） 2,213

㈱紺野工務店

18 国補特環第 219 号

管渠工事
吉生

希） 3,210
予） 3,132
落） 2,193

堺建設㈱

※金額の表示は万円単位です
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ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
ひ
女 ひ
ひ

～男女共同参画基本計画を策定します～
　石岡市は、平成 18 年４月１日に「石岡市男女共同参画条例」を施行し、市の男女共同参画施策推進のために必
要な基本的事項を定めました。この条例では、男女共同参画社会実現のための、５つの基本的な考え方を掲げまし
た。今年度は、この考え方を基に、具体的な施策の進め方を示す基本計画を策定し、推進体制を整えていきます。

　　◎女性のための困りごと相談　　■市役所１階相談室　毎週木曜日　　　13 : 30 ～ 16 : 00　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　■中央公民館相談室　毎月第４火曜日　13 : 30 ～ 16 : 00
　　　　　　　　　　　　　　　　　※休館日などで変更になる場合がありますので、事前にご確認ください。
　　女性相談員が悩みごとの相談をお受けします。ひとりで悩まずにご相談ください。秘密は厳守します。電話で
　の相談もお受けします。必ず事前に電話で予約してください。
　　＊離婚、配偶者やパートナーからの暴力、セクシュアル・ハラスメント、子育てなどの悩みごと。
　　問い合わせ・相談予約先　　市役所 企画課 男女共同参画担当　☎ 23 - 1111（内 222）

～女性のための困りごと相談を八郷地区でも開始します～
　６月から、中央公民館でも毎月１回「女性のための困りごと相談」を実施します。６月は 26 日（火）が相談
日です。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
）
☎
２
２
ー

２
９
５
０

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン

              （
送
り
つ
け
商
法
）
に
気
を
つ
け
て
！

【
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
と
は
】

　
　

消
費
者
が
注
文
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
事
業
者
が
商
品
を
一
方

　

的
に
送
り
つ
け
て
き
て
、
受
け
取
っ
た
消
費
者
に
購
入
し
な
け
れ
ば
い
け

　

な
い
と
勘
違
い
さ
せ
、
代
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
商
法
で
す
。

　

事
前
に
電
話
で
勧
誘
す
る
場
合
と
、直
接
送
り
つ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
送
り
付
け
の
例
】

　

・「
紳
士
録
に
名
前
を
載
せ
た
い
」
な
ど
の
電
話
が
あ
り
、
申
し
込
ん
で

　
　

い
な
い
が
後
日
送
ら
れ
て
き
た
。

　

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
福
祉
関
係
団
体
を
名
乗
っ
て

　
　

送
り
つ
け
て
き
た
。

　

・
個
人
事
業
者
へ
突
然
写
真
集
を
送
り
つ
け
、
強
引
な
口
調
で
支
払
い
を

　
　

求
め
て
き
た
。

　

・
新
一
年
生
に
な
る
孫
宛
に
、
頼
ん
で
い
な
い
ぬ
い
ぐ
る
み
が
届
い
た
。

【
対
処
法
に
つ
い
て
】（
契
約
の
合
意
な
く
送
り
つ
け
ら
れ
た
場
合
）

　

◎
送
付
さ
れ
た
商
品
の
保
管
義
務
が
発
生
し
ま
す
。（
所
有
権
は
相
手
）　

　

保
管
は
自
分
の
物
を
保
管
す
る
程
度
の
注
意
義
務
で
よ
く
、
期
間
は
14
日
間
。

　

◎
保
管
義
務
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
販
売
業
者
の
商
品
返
還
請
求
権
が
消

　

滅
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
後
は
処
分
し
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

◎
保
管
義
務
期
間
を
短
縮
す
る
方
法
と
し
て
は
、
送
り
つ
け
た
業
者
へ
引

　

き
取
り
の
請
求
を
し
て
、
請
求
の
日
か
ら
７
日
以
内
に
引
き
取
り
が
な
さ

　

れ
な
け
れ
ば
、
保
管
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

●
月
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

                                                                                  （
昼
休
み
を
除
く
）

　条例の５つの基本的な考え方

　個人としての尊厳が重んじら
れ、性別による差別的扱いを受
けることなく、個人として能力を
発揮する機会が確保されること。

　政策または方針の立案及び決
定に参画する機会が確保される
こと。

　男女が協力しあい、社会的な
支援のもとに、子の養育や家族
の介護、その他の家庭生活と、
仕事や地域活動などを両立して
行うことができるようにすること。

　男女共同参画の推進と密接な
関係を有する国際社会の動向に
留意し、協調すること。

　性別による固定的な役割分担
等を反映した慣行にとらわれる
ことなく、社会のあらゆる分野
における活動を自由に選択でき
るようにすること。
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　本年 11 月 11 日（日）に、いよいよ『ねんりんピッ
ク茨城２００７オリエンテーリング交流大会』が開催
されます。この大会は、各県代表の【高齢の部】と【一
般参加の部】の２部門を設け、皆様の交流の場ととも
にオリエンテーリングの醍醐味を体験できる大会として

期　日　平成 19 年６月 16 日（土）小雨決行
受　付　午前９時 30 分～午後２時まで
会　場　石岡総合運動公園　（南台 3-34-1）
参加費　無料
主　催　茨城県オリエンテーリング協会
後　援　ねんりんピック茨城 2007 石岡市実行委員会

※申し込みは不要です。当日、石岡総合運動公園の体
育館玄関前に集合してください。

問い合わせ

　〒 315-0027
　石岡市杉並 2-1-1　石岡保健センター内
　ねんりんピック茨城 2007 石岡市実行委員会事務局
　☎ 24-1339   FAX 35-1132

◇オリエンテーリングの体験会を開催します!!

　
まちかど情報センターのお知らせ ☎ 27－5171

ライブ！
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詳しい内容につきましては、まちかど情報センターまでお問い合わせください。

駐車場は、まちかど情報センター駐車場（向かい側）・イベント広場・市営駐車場をご利用ください。

まちかど情報センターは、NPO 法人まちづくり市民会議が管理運営をおこなっています

☆６月のコミュニティ … どなたでも参加できます

◆第 78 回  まちかど音楽祭　  6/24（日）    14：00
◆おはなしなあに（読みきかせ会）
　　　　　　　　　　　　　　6/   9（土）    14：00
◆折り紙教室　　　　　　　　6/23 （土）    13：30
◆育児サークル（わんにゃん）　毎週火曜　　10：30
◆心と体の健康相談 / おしゃべり交流会
　　　　　　　　　　　　　　毎週水曜　　10：00
◆日本語教室　　　　　     　　 毎週金曜　　10：00
◆ちりめん小物つくり　　　第 1・3 土曜　  11：00

デ ジ カ メ・ パ ソ コ ン 教 室

6月24日（日）午後2時〜

わんにゃんキッズは、まだ幼稚園に入ってない子どもと
親のためのサークルです。
会費　月100円（親＋子１人）
毎週火曜日　午前10：30～午後12：30

6月 11日（月）13：00〜 15：00

参加費　1,000円　要予約　（デジカメ持参）

内　容　画像処理＆ワンランク上の撮り方　

わんにゃんキッズメンバー募集

まちかど音楽祭

『かしてつを走った車両たち』

『石岡の風景･ 2006秋〜 2007春』

6月　9日（土）〜15日（金）

ミニギャラリー写真展

6月 16日（土）〜22日（金）

　

お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
一
緒
に
楽
し
め
る
！
陽
気

な
バ
ン
ド
の
生
演
奏
！

開催を予定しております。
　このたび、一般参加の部の募集（８月中旬）に先駆
け、オリエンテーリングの楽しさを多くの方々に知っ
ていただく機会として、下記の日程で体験会を開催い
たします。多数の参加をお待ちしております。
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図書館だより
《新着図書・CD のご紹介》ご利用ください。

６ 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

７ 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

《図書館カレンダー》
■印が休館日

【 図 書 】
　   ★「しゃべれども　しゃべれども」
　　　　佐藤多佳子著・新潮社
　   ★「イタリアで大の字」
　　　　小栗左多里著・ソニーマガジンズ
　   ★「若者はなぜ 3 年で辞めるのか？」
　　　　城 繁幸著・光文社
　   ★「にたものずかん　どっちがどっち！？」
　　　　今泉忠明監修・学習研究社
　   ★「パパッと塾弁」上田淳子著・講談社
 　   ★「空（から）の境界」上・下巻
　　　　奈須きのこ著・講談社
　   ★「あったか麺＋ひんやり麺」
　　　　井上由香理料理・成美堂出版
  　  ★「はじめてのモラ」
　　　　中山富美子著・日本放送出版協会　ほか
  

【　C　D　】
  　★「美空ひばり　オリジナルベスト」
  　★「EVOLUTION」EXILE
  　★「HOME」Mr.Children
  　★「威風堂々」秋川雅史
  　★「東京ディズニーシー　ミュージックアルバム」
  　★「BESTYO」一青窈
  　★「青春歌年鑑　90 年代ベスト　演歌・歌謡編」  
　 ★「青春歌年鑑　70 年代総集編」　ほか	 

■問い合わせ　石岡市立中央図書館  ☎２４‐１５０７

◆ 6 月 16 日（土）午後２時３０分～（約３０分）

《6 月のおはなし会》中央図書館２階

◆ 6 月 9 日（土）午後２時３０分～（約３０分）

《6 月のおはなしフレンズ》中央公民館和室

＊対象は、幼児から小学校中学年ぐらいまで。興味があ
る方はどうぞお越しください。

◆ 6 月 2 日（土）午後２時３０分～（約３０分）

《6 月のおはなし玉手箱》中央図書館２階

◇図書・CD 等の貸し出しには「図書館利用カード」が必要です。「図
　書館利用カード交付申請書」に記入し、住所などを確認できるも
　の（運転免許証・学生証・健康保険証等）と一緒にカウンターへ
　提出してください。
◇貸出数と貸出期間
　・図書・カセット文庫…あわせて 1 人 8 冊以内《2 週間》
　・CD・ビデオ…あわせて 2 点以内《１週間》（16 歳以上の市内
　在住者）
　・雑誌…1 人 2 冊以内《1 週間》（最新号を除く）
　・紙芝居…1 人２点以内《２週間》

災
害
時
要
援
護
者
登
録

台
帳
を
作
成
し
ま
す

　

石
岡
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

制
度
発
足
90
周
年
事
業
「
災
害
時
一

人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」と
し
て『
災

害
時
要
援
護
者
登
録
台
帳
』
の
作
成

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
避
難
を
要

す
る
よ
う
な
災
害
の
発
生
に
備
え
て

作
成
す
る
も
の
で
、
災
害
時
の
安
否

確
認
や
支
援
を
行
う
た
め
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

◎
こ
の
台
帳
の
対
象
者
は
、
高
齢
者

世
帯
や
障
害
者
お
よ
び
要
介
護
者
で

災
害
時
に
自
力
に
よ
る
避
難
が
困
難

な
方
で
、
本
人
の
同
意
を
得
て
作
成

し
ま
す
。

◎
作
成
し
た
台
帳
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
保
管
す
る
ほ
か
、
市
役

所
福
祉
担
当
部
署
・
市
社
会
福
祉
協

議
会
・
市
消
防
署
に
備
え
、
災
害
発

生
時
に
活
用
し
ま
す
。

◎
台
帳
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
対
象
者
宅
を
訪
問
し
作
成
し
ま

す
。
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
ま

た
は
市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
で
連
絡

願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
社
会
福
祉
課

（
１
階
９
番
窓
口
）

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
５
６
）
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市
民
ず
い
ひ
つ

生
き
て
ゆ
く
力

小
畑 

緑
子

　

九
十
歳
で
認
知
症
、
脳
梗
塞
な
ど

を
患
い
つ
ゝ
も
一
人
暮
ら
す
母
親

と
、
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
週
一
泊
で

村　

上　

小
松　

好
子

餌
と
知
り
袋
持
つ
子
を
群
れ
て
追

う
人
に
な
つ
き
し
公
園
の
鴨

東
光
台　

内
田
千
代
子

満
員
の
客
と
な
り
た
る
最
後
の
日

桜
咲
き
初
む
鹿
島
鉄
道

井　

関　

田
口　

房
子

朝
凪
の
湖
に
水
鳥
あ
ま
た
浮
き
動
く

と
も
な
く
移
り
て
行
け
り

総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

「
為
し
し
こ
と
順
に
探
せ
」
と
夫

の
言
う
失
せ
物
思
わ
ぬ
場
所
に
待

ち
た
り

山　

崎　

荒
井　

幸
子

気
忙
し
く
朝
の
厨
に
菜
を
刻
む
優

し
き
鶯
の
声
を
聞
き
つ
つ

市
議
選
の
候
補
者
ら
真
剣
信
念
の
あ

る
人
を
真
剣
に
選
ば
ん
吾
れ
ら
も

柿　

岡　

小
林　

幸
子

薄
暗
き
土
間
に
囲
ひ
て
置
く
葱
の

萌
黄
色
の
秀
さ
き
一
様
に
立
つ

　
　
　
　

 

金　

指　

小
松
崎
静
子

三
分
咲
き
の
桜
の
並
木
ひ
す
が
ら

の
日
和
に
帰
り
路
あ
ふ
れ
咲
き
を

り
　
　

俚

謡

総
社
二　

鈴
木　

虚
心

人
は
見
ず
と
も　

奥
山
桜

　

ひ
と
り
静
か
に　

咲
い
て
散
る

　
　

俳

句

　
　
　
　
　

 

日
脚
伸
び
嘘
の
一
部
が
足
を
出
す

泉　

町　

石
神　

秋
羅

初
蝶
の
ひ
と
息
吐
い
て
移
り
行
く

三　

村　

今
泉　

し
げ

花
咲
い
て
身
に
添
う
風
も
紅
の
色

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

た
ま
し
ひ
が
あ
つ
ま
り
て
を
り
夕

ざ
く
ら

　
　
　
　
　

北
府
中　

 

野
村
畝
津
子

花
の
里
昭
和
一
桁
集
い
来
し

若　

松　

石
塚　

た
か

ふ
と
よ
ぎ
る
疑
い
ご
こ
ろ
鳥
曇

下　

林　

鈴
木　

邦
翠

碧
天
に
山
襞
淡
く
鳥
帰
る

下　

林　

桜
井　

衛
人

大
辛
夷
咲
い
て
境
内
明
る
う
す

吉　

生　

土
佐　

汀
風

芽
吹
き
初
む
樹
齢
も
古
き
大
銀
杏

　
　
　
　
　

瓦　

谷　

谷
島　

楽
昇

参
道
に
彼
岸
詣
で
の
車
椅
子

  　

 

短

歌

北
府
中
二　

梶
山
サ
ヨ
子

吹
く
風
に
か
す
か
音
す
る
枯
葦
の

根
本
に
僅
か
青
き
芽
の
出
づ

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

歯
科
医
院
の
治
療
台
に
て
見
つ
つ

ゐ
る
窓
に
開
け
て
続
く
青
天

文
芸
い
し
お
か

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

桜
開
花
に　

戸
惑
う
ば
か
り

　

春
と
冬
と
の　

せ
め
ぎ
合
い

杉
並
四　

助
川　

浩
史

桜
前
線　

追
い
か
け
な
が
ら

　

名
所
巡
り
の　

旅
は
夢

鹿
の
子
四　

小
畑　

す
み

桜
ば
か
り
が　

花
で
は
な
い
よ

　

踏
む
な
可
憐
な　

犬
ふ
ぐ
り

国
府
二　

篠
原
美
千
代

後
ろ
振
り
向
き
ゃ　

曲
が
っ
た
腰
を

　

伸
ば
し
手
を
振
る　

古
稀
の
母

杉
並
一　

岩
城　

正
志

う
れ
し
涙
で　

ま
ぶ
た
が
潤
む

　

望
み
か
な
え
た　

子
が
巣
立
つ

下　

林　

加
藤　

弥
生

迷
う
進
路
を　

諭
し
た
母
の

　

愛
の
言
葉
に　

つ
ま
る
胸　
　

き
ま
る
縁
談　

伜
に
嫁
が

　

親
も
安
堵
の　

繰
る
暦

下　

林　

額
賀　

力
江

苦
面
し
な
が
ら　

学
費
を
送
り
ゃ

　

親
に
感
謝
の　

花
で
呼
ぶ

下　

林　

白
井
冨
喜
江

口
で
字
を
書
き　

社
会
に
つ
く
し

　

浮
き
世
誇
れ
る　

人
も
あ
る

文
化
協
会
だ
よ
り

介
護
に
来
る
娘
が
会
話
す
る
。
母
親

は
「
あ
ら
、
良
く
来
て
く
れ
た
わ
ね
。

久
し
ぶ
り
で
夢
み
た
い
」
と
言
っ
た
り

「
嬉
し
い
。
蟻
が
十
匹
よ
」
と
か
「
お

な
か
数
寄
屋
橋
よ
」
な
ど
と
、
惚と

ぼ
け
て

い
る
の
か
本
当
に
分
か
ら
な
い
の
か

戸
惑
う
が
、
娘
も
冗
談
ま
じ
り
で
応
対

し
、
微み

じ
ん塵

も
暗
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

あ
る
新
聞
の
投
書
だ
が
文
章
も
巧

み
で
、
私
は
チ
グ
ハ
グ
な
会
話
に
噴

き
出
し
な
が
ら
素
敵
な
母
娘
だ
と
感

激
し
て
し
ま
っ
た
。
不
自
由
な
暮
ら

し
を
続
け
る
母
親
も
、
堪こ

ら

え
て
尽
く

す
娘
も
立
派
で
あ
る
。

　

顧
み
て
私
は
、
八
十
の
坂
を
越
え

て
足
腰
は
弱
ま
り
脳の

う
こ
う
そ
く

梗
塞
も
あ
り
、

自
分
の
身
体
を
維
持
す
る
だ
け
で
精

一
杯
の
明
け
暮
れ
に
、
誰
に
と
も
無

く
肩
身
が
狭
い
思
い
で
心
晴
れ
な
い

日
々
を
過
ご
し
て
き
た
が
こ
の
明
る
い

投
書
に
触
発
さ
れ
て
宗
旨
を
変
え
た
。

　

長
寿
化
で
若
者
世
代
の
負
担
が
増

え
る
と
な
る
と
余
生
を
ノ
ン
ビ
リ

と
も
言
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
が
、
折

角
、
授
か
っ
た
寿
命
で
あ
る
。
卑
屈

に
な
ら
ず
、世
間
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

謙
虚
に
明
る
く
、
精
一
杯
生
き
て
行

こ
う
と
心
に
決
め
た
。
投
書
の
母
娘

の
よ
う
に
洒し

ゃ
れ落

た
会
話
は
で
き
な
い

が
、
せ
め
て
残
り
の
パ
ワ
ー
の
尽
き

る
ま
で
「
陽
だ
ま
り
の
よ
う
な
婆

ち
ゃ
ん
」
で
居
た
い
も
の
で
あ
る
。

	

綿
引　

鼓
峰

　

一
町
七
か
村
に
割か

っ
き
ょ拠

し
て
い
た
俳
句

会
を
有
季
定
型
の
旗
印
の
も
と
に
統
合

し
、柿
岡
俳
壇
を
結
成
し
『
と
も
し
火
』

と
い
う
機
関
誌
を
発
行
し
た
の
が
、
昭

和
25
年
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
30
年
八

郷
町
誕
生
を
機
に
俳
句
会
の
方
も
『
や

さ
と
』
と
改
名
し
た
。

　

こ
れ
が
現
在
の
八
郷
俳
句
会
の
出
発

点
で
あ
る
。

　

隔
月
発
行
の
俳
誌
『
や
さ
と
』
も

紆う
よ
き
ょ
く
せ
つ

余
曲
折
を
経
て
平
成
19
年
を
以
っ
て

第
54
巻
に
至
り
、
通
巻
４
０
５
号
に

至
っ
て
お
り
、
そ
の
間
、
節
目
節
目
に

３
回
程
、
合
同
句
集
を
兼
ね
た
記
念
誌

を
発
行
し
て
い
る
。

　

現
在
の
会
員
数
は
53
名
。
定
例
会
は

毎
月
第
四
日
曜
日
、
各
地
の
名
所
旧
蹟

を
吟
行
し
、
嘱
目
七
句
で
、
瓦
会
公
民

館
に
戻
っ
て
句
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

年
間
行
事
と
し
て
初
句
会
に
は
大
勢

の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
戴
き
式
典
を
兼

ね
て
行
っ
て
い
る
。

　

忘
年
句
会
は
国
民
宿
舎「
つ
く
ば
ね
」

に
て
一
泊
で
行
っ
て
い
る
。

　

隔
月
発
行
の
俳
誌
『
や
さ
と
』
は
６

名
の
委
員
に
よ
り
編
集
さ
れ
偶
数
月
に

発
行
し
て
い
る
。　

八
郷
俳
句
会
の
誕
生
と
現
状

１９　広報いしおか　№４０
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若宮四
いつも明るく周りを和ませてくれる
琴美ちゃん。
パパ・ママから　これからも元気で
思いやりのある優しい子になってね♥

わが家の
アイドル

このコーナーに掲載希望の方（小

学生未満のお子さん）は、写真と

メッセージを添えて、秘書広聴課

までお申し込みください。

美　術　館
平成18年度　「家庭の日」図画コンクール

【中学生の部】

最優秀賞　「もち丸め」
　高栖幹子さん（府中中３年）

優秀賞　「家族で紅白」
　土田千尋さん（府中中２年）

優秀賞　「家族で窓拭き」
　水野奈菜子さん（府中中２年）

優秀賞　「家族集合」
郡司理紗子さん（国府中１年）

川崎　琴
ことみ

美 ちゃん（10 か月）

川澄　康
こうへい

平ちゃん（2 歳 11 か月）右

　　 瑛
え り か

里香ちゃん（５か月）左

髙橋　侃
ただのぶ

将ちゃん（3 歳）左

　　　佳
よしまさ

将ちゃん（5 歳）右
　石　川

康平は明るく元気で車が大好き。
瑛里香は声を出して笑うように
なってきました。
パパ・ママから　兄妹仲良く明る
く元気に育ってね。

鹿の子一
ウルトラマンが大好きで、いつも戦
いごっこをしています。
パパ・ママから　2 人とも優しいお
兄ちゃんになってね！

（※学年は、旧学年で掲載しています）
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